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今年度の主な開発実績 

使い易さの向上 

 利用したいサービスを簡単に発見 

 データ検索インターフェイスの改良 

 利用マニュアルの整備、講習会 

 等… 

大量データ処理志向の開発 

 全天天体検索 

 スクリプトからもアクセス可能な仕組み 

 



データサービス検索機能強化 
 利用可能なデータサービス: ~4600  

 半手動でカテゴリー化 
 大分類  8 

 小分類  ~150, 階層化 

 Bookmark 機能追加 



JVO から利用可能なサービス 

 ConeSearch (カタログの座標検索サービス)  95% 

 画像サービスのうち半数は可視光、赤外が 20% 

サービス種別毎の割合 画像サービスの波長毎の割合 

(Spectrum) 



JVO Sky 

 Google Sky 上に
観測領域をプ
ロット 

 観測データへの
リンク 

 世界の主要望遠
鏡データを組み
込む予定 



並列検索機能強化 

稼働しているサービスにのみ検索を実行 

 定期的にサービスの稼働状態をチェック 

 不要なクエリの削減 

 休眠サービス (168 / 4615 ~ 4% ) 

指定したサービスにのみ検索を実行 

 利用したいデータサービスが決まっている場合 

 効率的に検索可能 

 複数領域検索へも対応予定 



すばる望遠鏡データ (Suprime-Cam) 

年に２回、全データを再解析して公開 

 新しいデータの追加 

 リダクションソフトの改良 

観測日毎のモザイ
キング処理を追加 
 ユーザからの要望 

 トランジェント天体
の検出に有効 

画像の URL リスト
を公開 
 wget 等で直接ダウン
ロード可能 

 



大量データを利用するための機能 1 

多波長全天カタログへの検索 

 座標を指定しない全天検索 

 特異な SED を持つ天体を探査 

○ Brown Dwarf、 遠方銀河/QSO、… 

 並列処理  ~100億天体全件スキャンを数時間で 

○ Hadoop を利用した実証試験に成功 

○ 100並列 



大量データを利用するための機能 ２ 

 JVO ポータルへのスクリプトアクセス 

 高度な VO 検索機能、汎用解析機能を利用可能 

○ 自動検索、自動データ取得が可能 

○ 同じ処理を何度も行う、大量データの取り扱いが可能。 

 VOSpace v1.2 を実装。 

○ ユーザの計算機上で JVOSpace 上のファイルをローカル
ファイルように取り扱える仕組み。 

○ Web サービス / SOAP, Basic 認証 

 Web サービス / REST, Digest 認証へ？ 



今後の開発方向性 

 JVO ポータル機能の強化 

 初心者でも使いやすい機能をさらに充実 

 大量のデータを使いたい上級ユーザ向け機能 

 利用マニュアルの充実、講習会による普及 

国内データの VO 化促進 

 処理済みすばるデータの充実 

 VO 化支援の強化 

○ ISAS データ (Suzaku, Akari, …)  

○ ALMA  

○ その他についても要望があればいつでも相談 

○ データプロバイダ向けのガイド作成 


